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§》誤
癖
擶
篤
驚
蕊
劃
零
凄
、
ご
承
知
の
如
く
本
市
は
、
と
が
務
め
で
あ
る
こ
と
は
申
し

昭
和
四
十
四

上
げ
る
ま
で
も

辮
蕊
鰐
対
話
と
信
頼
の
政
治
を
あ
り
童
せ
ん
が

、
そ
の
た
め
に

様
の
ご
健
勝
を

議
長
吉
田
秀
吉
は
、
市
民
と
議

心
か
ら
お
喜
び
会
が
、
相
互
信

申
し
上
げ
ま
す
。
花
員
ダ
ム
の
建
設
、
上
水
道
施
頓
の
上
に
立
っ
て
行
動
し
て
ゆ

思
う
に
本
年
は
、
高
萩
市
政
設
の
着
工
と
相
ま
っ
て
、
昨
年
く
こ
と
が
、
最
も
大
切
で
あ
る

が
施
行
さ
れ
て
、
丁
度
十
五
年
暮
れ
よ
り
、
松
久
保
工
業
団
地
と
存
じ
ま
す
の
で
、
一
層
の
深

目
に
当
る
記
念
の
年
で
あ
る
と
造
成
事
業
の
実
行
に
市
を
挙
げ
軸
匡
醒
嘩
珪
症
抽
函
蕊
芯
諏
諦

共
に
、
明
日
へ
の
躍
進
と
、
希
て
日
夜
努
力
を
い
た
し
て
お
り

終
り
に
、
高
萩
市
の
隆
を
発

望
に
満
ち
た
年
赤
あ
り
ま
す
。
ま
す
が
、
議
会
側
と
し
て
も
、

展
と
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸

こ
の
意
義
あ
る
年
を
迎
え
、
促
進
協
議
会
を
設
置
し
、
本
事
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

私
共
議
員
一
同
、
正
常
な
る
民
業
の
早
期
実
現
に
協
力
の
体
制
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

と
と
存
じ
ま
す
が
、
私
も
、
み
の
清
香
を
い
や
か
上
に
も
高

ま
こ
と
に
あ
め
る
の
に
大
い

雌
埜
鼎
開
発
と
建
設
へ
の
大
行
進
蕊
蕊
儲

建
設
の
大
行
進

過
ぎ
去
っ
て
、
市
長
安
村
篇
を
一
歩
一
歩
と

希
望
の
年
、
真
進
め
た
い
と
希

に
期
待
す
る
こ
と
の
多
い
昭
和
な
さ
ま
と
一
緒
に
高
萩
市
建
設
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

四
十
四
年
か
訪
れ
て
き
た
の
で
の
種
子
を
堅
い
信
念
と
愛
情
で

私
は
、
新
春
の
初
頭
に
当
つ

あ
り
ま
す
。
立
派
に
育
て
あ
げ
た
い
と
念
じ

て
重
ね
て
市
民
の
ゑ
な
さ
ま
の

私
は
ま
ず
叱
っ
て
三
万
市
民
て
お
り
ま
す
。

の
ゑ
な
さ
ま
が
、
新
し
し
年
を
わ
が
高
萩
市
の
大
地
か
ら
す
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

め
で
く
た
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
く
す
く
と
萠
え
出
る
新
芽
が
や
と
と
も
に
、
高
萩
市
の
脚
か
し

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
け
ま
す
が
て
稔
り
豊
か
な
も
の
と
な
る
い
将
来
を
期
待
し
こ
れ
を
確
信

こ
の
一
年
こ
そ
み
な
さ
ま
に
ょ
う
、
誠
意
の
限
り
を
尽
し
た
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

と
り
ま
し
て
は
幸
福
の
多
い
年
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
僻
き

研
咄
哺
別
烈
融
訊
小
ｆ
Ｊ
ｆ
ｆ
’
１
１
Ｎ
ｈ
吋
貼
０
Ｊ
汎
い
り
６
吋
貼
町
が
砠
岻
哺
哺
唾
蝿
照
町
吋
唾
叫
げ
い
砧
げ
Ⅲ
哨
曙
吋
略
０
０
Ｍ
％
ｈ
・
訓
船
叫
時
別
恥
趾
叶
吋
ｋ
榊
融
勧
鄙
椴
訳
汎
狐
別
融
融
側
略
Ｎ
別
別
靭
眼
岱
叶
駅
卍
Ｍ
Ｊ
供
出
小
咄
咄
別
間

灘謬溌

で
あ
り
、
ま
た
市
政
の
う
え
に
の
こ
り
の
種
子
と
、
そ
の
蒔
き

渉
讓
説
罎
淫
誇
澤
駕
篭
雲

ⅡＪ

叩晶

Ａ

韓

馨

岬
叫

締

、

《

は
、
大
い
に
発
展
す
る
よ
い
年
方
な
ど
の
計
画
は
。
着
灸
と
進

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
切
に
念
願
め
て
は
お
り
ま
す
が
、
今
後
こ

瞳
エュニ ニ

齢舗 職蕊溌

主
的
議
会
の
運
営
を
基
本
と
し
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

埼爵

認
『
て
、
議
員
本
来
の
使
命
を
十
分
私
共
議
員
は
、
常
に
市
民
の

雀
辮
秘
蕊
惑
漁
畿

い
た
し
ま
す
。
の
新
芽
の
上
に
は
烈
し
い
嵐
の

こ
の
希
望
と
期
待
と
が
実
際
吹
き
す
ざ
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
厳

に
現
わ
れ
て
ま
い
り
ま
す
た
め
し
い
寒
気
の
お
そ
う
こ
と
も
予

に
は
、
承
な
さ
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
想
さ
れ
ま
す
。

計
画
と
決
意
と
を
お
持
ち
の
こ
し
か
し
こ
の
困
難
こ
そ
、
完
成
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す
で
に
市
報
一
二
○
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
八
月
よ

り
水
道
管
布
設
工
事
に
着
手
し

順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

現
在
は
配
水
管
布
設
工
事
を
、

大
字
秋
山
字
清
水
川
前
よ
り
大

字
島
名
字
地
内
ま
で
、
県
道
、

市
道
に
水
道
管
を
布
設
し
て
お

り
ま
す
。
工
事
現
場
付
近
の
住

民
の
方
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

か
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
工

事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
七
月

二
十
五
日
に
、
県
道
舗
装
に
先

行
し
て
、
太
さ
二
五
○
ミ
リ
か

ら
一
五
○
ミ
リ
の
管
を
、
延
長

高
萩
市
の
一
大
躍
進
を
期
す

る
基
本
施
策
と
し
て
の
工
業
団

地
造
成
計
画
が
具
体
化
し
、
待

望
久
し
か
っ
た
団
地
実
現
へ
の

鼓
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
工
業
団
地
造
成
計
画
は

先
に
矛
一
次
案
天
南
堂
地
区
を

計
画
し
実
施
す
、
へ
く
鋭
意
努
力

い
た
し
ま
し
た
が
、
石
炭
産
業

の
長
期
安
定
政
策
の
関
連
に
お

い
て
石
炭
鉱
業
権
と
の
調
整
が

出
来
ず
計
画
を
見
送
ら
ざ
る
を

順
調
に
進
む
水
道
工
事

妬
年
度
に
完
成
め
ざ
す

一
八
三
六
メ
ー
ト
ル
の
工
事
に

着
手
し
十
月
三
十
日
に
竣
工
し

ま
し
た
。
九
月
二
十
六
日
に
は

浄
水
場
内
士
工
事
、
及
び
送
水

管
布
設
工
事
延
長
六
六
八
メ
ー

ト
ル
の
工
事
群
着
手
ｌ
、
浄
水

場
内
の
土
工
事
の
一
部
を
残
し

て
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
叉
十

一
月
二
十
日
に
は
配
水
管
布
設

工
事
を
延
長
二
○
○
○
メ
ー
ト

ル
の
入
礼
を
し
、
現
在
四
○
・
〈

－
セ
ン
ト
位
い
工
事
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
以
上
が
今
年
度
計

画
の
水
道
管
布
設
工
事
の
進
捗

状
況
で
あ
り
生
す
。
今
年
度
の

え
な
い
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
今
般
六
号
国
道
添

え
の
矛
二
次
案
、
大
字
高
戸
赤

浜
に
至
る
松
久
保
地
区
に
お
い

て
関
係
者
各
位
の
努
力
と
、
宇

部
興
産
、
常
磐
炭
鉱
株
式
会
社

の
理
解
あ
る
同
意
を
得
て
団
地

造
成
へ
の
明
る
い
見
透
し
と
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
造
成
計
画
は
、
産
炭
地

域
振
興
臨
時
措
置
法
に
基
き
国

の
実
施
機
関
で
あ
る
産
炭
地
域

振
興
事
業
団
に
よ
り
造
成
さ
れ

る
も
の
で
、
造
成
総
両
極
四
七

万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
型

工
業
団
地
で
あ
り
ま
す
。

松
久
保
地
区
は
、
大
字
赤
浜

南
原
、
久
保
の
全
部
及
び
、
松
久

保
、
大
久
保
、
仁
田
沢
、
浜
の

蕊:慰蕊工
事
は
全
体
計
画
の
ほ
ん
の
一

部
で
、
四
六
年
度
度
ま
で
続
け

て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
の
で
市

民
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
迷
惑

を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
水

一
部
、
大
字
高
戸
、
コ
ン
ピ
ラ

作
、
坂
下
の
一
部
に
当
り
工
業

団
地
と
し
て
の
気
象
、
輸
送
、

電
力
、
排
水
、
地
質
等
の
条
件

は
抜
群
で
、
通
産
適
地
と
し
て

、
都
心
に
最
も
近
い
団
地
と
し

て
早
く
も
有
望
視
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ

の
団
地
予
定
地
を
地
目
別

に
み
る
と
股
地
が
全
体
の
四
三

パ
ー
セ
ン
ト
を
示
め
て
お
り
、

高
戸
赤
浜
山
区
地
主
各
位
の
格

別
の
理
解
と
協
力
が
絶
体
的
要

件
で
あ
り
、
地
域
開
発
樅
想
を

基
礎
と
し
て
是
非
協
力
い
た
だ

く
よ
う
努
め
、
早
期
完
成
を
期

し
て
お
り
主
す
。

団
地
の
完
成
に
よ
り
市
と
し

て
の
工
業
生
産
は
現
在
の
約
三

道
の
必
要
性
を
十
分
ご
理
解
い

た
だ
い
て
、
今
後
と
も
水
道
工

事
等
に
つ
い
て
は
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
（
写
真
は
上
水
場
の
起
工
式
）

倍
に
当
る
二
一
四
億
円
、
設
備

投
資
額
一
一
四
億
円
、
企
業
の

完
全
操
業
時
に
お
け
る
従
業
員

数
四
、
五
○
○
人
が
予
定
さ
れ

五
年
後
に
お
け
る
高
萩
市
の
人

口
総
数
約
四
二
、
○
○
○
人
と

現
在
よ
り
一
二
、
○
○
○
人
の

人
口
増
加
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
市
の
発
展
は

工
業
団
地
の
開
発
が
基
本
と
な

り
産
業
基
盤
の
盤
備
と
相
ま
っ

て
市
街
化
区
域
の
拡
大
住
宅
団

地
の
造
成
等
市
民
生
活
の
基
雌

が
計
画
的
に
確
立
さ
‐
汎
る
こ
と

に
よ
り
、
新
し
い
産
業
都
市
の

実
現
に
最
善
の
努
力
を
い
た
し

ま
す
。
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…
母
子
の
栄
養
を
強
化
す
る
た

め
左
記
の
方
に
母
子
栄
養
品

（
牛
乳
、
粉
乳
）
を
無
償
で
支

給
し
ま
す
か
ら
、
母
子
手
帳
及

び
印
鑑
を
持
っ
て
保
険
衛
生
課

衛
生
係
へ
お
出
で
下
さ
い
。

１
、
支
給
対
象
者

仙
妊
娠
五
ヵ
月
か
ら
産
後

三
カ
月
ま
で
の
妊
産
婦

②
生
後
四
カ
月
か
ら
一
二

カ
月
の
乳
児

口
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
市
内

の
各
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
は
昭
和
三
十
七
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
お
子
さ
ん
で

す
。

教
育
委
員
会
で
は
毎
年
十
二

月
一
日
現
在
で
市
役
所
に
あ
る

住
民
票
に
よ
り
調
査
し
て
該
当

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
宛
十

二
月
末
日
に
就
学
時
健
康
診
断

通
知
書
を
郵
送
い
た
し
ま
し
た

従
っ
て
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
方
、
叉
は
住
民
登
録
手
続
き

の
遅
れ
て
い
る
方
等
は
就
学
時

健
康
診
断
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
・
・
・
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ
・
・
・
・

就
学
時
の
健
康
診
断
は
必
ず
受
診
〃

母
子
栄
養
品
を
無
償
で

対
象
者
Ⅱ
生非

そ
の
さ
い
は
市
教
育
委
員
会
へ

お
申
し
出
願
い
ま
す
。
直
接
お

い
で
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は

電
話
又
は
有
線
放
送
で
も
け
つ

こ
う
で
す
か
ら
ご
連
絡
願
い
ま

す
。
各
小
学
校
へ
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
が
、
こ
の
健

康
診
断
は
学
校
保
健
法
に
基
づ

い
て
就
学
義
務
の
適
正
な
履
行

の
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
か

ら
必
ず
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
・

こ
の
健
康
診
断
で
発
見
さ
れ
た

疾
病
は
お
子
さ
ん
が
入
学
す
る

ま
で
に
は
治
療
し
て
健
康
な
身

体
で
入
学
さ
せ
て
下
さ
い
。
お

手
元
に
差
し
上
げ
ま
し
た
就
学

？
、
支
給
基
準

佃
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯

③
市
民
税
の
か
か
ら
な
い

世
帯
ま
た
非
課
税
者
叉

は
減
免
さ
れ
た
世
帯

③
市
民
税
均
等
割
だ
け
納

め
て
い
る
世
帯
で
医
者

が
牛
乳
を
必
要
と
み
と

め
た
と
き

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
保
険

衛
生
課
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

活
保
護
世
帯

課
税
者

時
健
康
診
断
通
知
書
は
、
就
学

届
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
当
日

必
ず
受
付
へ
提
出
し
イ
下
さ
い

そ
の
際
、
入
学
家
庭
状
況
調
べ

就
学
児
童
健
康
状
況
調
べ
も
い

っ
し
ょ
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

健
康
診
断
日
程
表

指
定
場
所
期
日

高
萩
小
学
校
一
月
一
菫
日

秋
山
小
学
校
一
月
二
西
日

松
岡
小
学
校
一
月
十
七
日

東
小
学
校
一
月
一
壬
一
日

上
君
田
小
学
校
一
月
十
六
日

下
君
田
小
学
校
一
月
十
六
日

横
川
小
学
校
一
月
十
六
日

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▽
共
同
募
金
△

去
る
十
月
一
円
よ
り
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
今
年
の
共
同
募

金
奇
、
市
民
の
皆
様
の
暖
か
い

ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
額
八
三

万
四
千
円
に
対
し
、
八
四
万
七

千
八
○
八
円
が
集
り
一
○
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
績
を
示
し

ま
し
た
。
早
急
募
金
さ
れ
た
お

金
は
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
ま

し
た
。
各
種
施
設
や
、
市
の
社

会
福
祉
協
会
の
事
業
資
金
に
配

分
さ
れ
、
皆
様
の
善
意
が
大
き

な
効
果
を
表
わ
す
こ
と
で
し
ょ

う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ニチーF三負＝ざ＝二分＝～ザーーーーニ島～＝＝ずニヂーニニー畠ヴーーーーーターセーザー展＝＝＝＝ニテーテー‐～＝~～ ユ
餌

一
｝

1月15日は成人の日

みんなの参加を待っています
場所 高萩中学校体育館 はでな服装着流しなど
受付 9 時 30分 はさけて、ふだん着で

参加しましょう
開会 10時30分
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市報 た か は ぎ (4）昭和44年1月5日発行

ー

昨年十二月一日付にて、民生委員、児童委員が改選され、新に委嘱された十名を含めて、四十七名の方が今後三年

間、本市の民生福祉事業にご協力を頂くことになりました。委員の氏名担当地域け下表のとおりです。

民 生 ・ 児 童 委 負
昭和43年12月1 日選任

地区 名 氏 ｜
渡辺 伝｜
大内輝子

伝

輝子鴎

担当地域 |地区|氏 名｜ 担当地域|地区|氏 名 担当地域

氏

名 担当地域

義次 安良川6.8.9. ,0
地区|氏

塚原

山崎

一
耐

’ 義公縦蔽鴬春日町' ･2丁目 繩
《
丹

関

清'向洋炭砿社宅

縄目 三郎|瀞舟6騨山区たま 荷良'川2両.魁．
三郎|課|ﾘ!16'4｡'$

鈴木タヨ|赤浜' 23北原
筒 局

柴田萩子行人塚､石河原

国井梅夫|高戸
宿川信吉|本町2.3丁目 計異之助台肩萩駒水原
荒井てふ|洲距の舟,， 己之太郎 亜手蝿､牛､

鈴木
柴田仲義石滝1．2．3上台

光子 大 1町' ･2丁目 |萩|緯木七兵衛|蝿靭 たけ|誌鯉攪廠
粕内、小手｢|田

沼田一ｼ|若栗､牧湯萩佐川

小豆畑

永山

薫職碩
ワ．q
ムソ

武門 横川
辰雄|下君厩
紬来|大能上、

隆 大和町3.4丁目 | 下山田 津
一
錨
一
馴

高
岡

閂
吋
再
一
市

小
杉
場
皿
（

ｕ
工
馬
川
一
輻

星 さと|謝町
'j､秘信封薊: i小松イ帝

有明町1 .2.3丁目
地渡辺竹彦東本町1 .2丁目

刀一部
地沼田 章|鰕申法 松
大部貞喜|鮒:篤電所 下

石塚たみ子|f摺加. 2.3. 小山ひさ子|蝶形撫勵‘
'． 金沢武男 中戸川

きみ|高浜町' ･2丁目
きく|高浜町3］月

人須賀幸男|圖萩康唾宅｜岡|鈴木 保'千代田柵内 地，柵外1部
区儘山

杉山 豊田匹郎次|上君田大部英子|竿描4．＄ 千代田柵外、金

享子成滝の脇、豐区
栄1 .2坑

五雄|関口、仙道坂 ’
，菅の沢

罐
一
滝地

高浜町3丁目の
内

藤田和喜
日本加工製紙社
宅

川井 武|島名' ･’政井光之助|MWWI :;E

照山三五郎|謙ﾘ｣| 12.3.4.|| 大高莫二郎|島名3南､中､北 阿部千代|望海

住
民
基
本
台
帳
法
の
施
行
に

と
も
な
っ
て
、
住
民
に
関
す
る

記
録
を
正
確
に
す
る
た
め
、
届

出
に
よ
る
記
録
の
ほ
か
に
、
実

地
に
各
世
帯
に
つ
い
て
洲
査
を

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。住

民
と
し
て
の
椛
利
ｌ
居

住
権
、
選
挙
権
‐
国
民
健
康
保
険

国
民
年
金
、
主
食
配
給
、
衞
生

学
校
等
ま
た
納
税
義
務
等
そ

れ
ぞ
れ
正
確
に
把
握
さ
れ
（
登

録
、
申
請
、
調
査
に
も
と
づ
い

て
行
な
わ
れ
る
）
て
始
め
て
納

得
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
般
市
民
課
に
お
い
て
以
上

の
記
録
を
よ
り
一
層
正
確
な
も

の
に
す
る
た
め
、
全
市
一
斉
に

調
査
員
が
個
別
訪
問
を
し
ま
し

て
、
従
来
の
記
録
事
項
の
確
認

と
、
必
要
事
項
の
き
き
と
り
調

査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

．
何
分
お
忙
し
い
こ
と
と
は
思

い
ま
す
が
、
洲
査
員
が
伺
い
ま

し
た
と
き
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
住
民
実
態
調
査
は
一
月
か
ら

二
月
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
す

○
住
所
の
異
動
は
市
外
、
市
内

共
に
十
四
日
以
内
に
か
な
ら

二
月
に
住
民
実
態
調
査
を
実
施

記
入
に
ご
協
力
を
／

》
次
の
要
纈
に
よ
り
、
昭
和
四
一
三
歳
以
上
児
二
十
二
名
一

一
十
四
年
度
保
育
所
、
入
所
児
童
一
○
市
立
秋
山
保
育
所

《
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
一
三
歳
未
満
児
六
名

》
は
二
月
十
日
ま
で
に
、
申
請
耆
一
三
歳
以
上
児
三
十
三
名

一
睦
額
蠅
轌
華
硫
魁
会
係
に
提
出
一
○
私
壺
諏
註
艤
癖
育
掴
名
》

》
な
お
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に
一
三
歳
以
上
児
六
名
《

〈
あ
り
ま
す
。
一
○
私
立
聖
徳
保
育
園

》

》
記
一
三
歳
未
満
児
九
名
》 名

一
保
育
所
入
所
児
童
募
集

戦
傷
病
者
、
戦
没
者

遺
族
援
護
法
の
相
談

を
受
け
ま
す

戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
援

護
法
は
昭
和
二
七
年
四
月
か
ら

恩
給
法
の
改
正
法
律
は
昭
和
二

年
八
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

が
、
そ
の
後
数
回
に
わ
た
り

『
ｌ
〃
、
ｆ
、
ｆ
、
ノ
、
″
、
〃
、
〃
§
″
Ｌ
ｊ
４
〃
Ｉ
″
、
″
Ｉ
〃
、
ｆ
、
〃
、
ｆ
１
ｒ
ｙ
く
〃
、
ｆ
ｊ
４
〃
§

ず
届
出
て
く
だ
さ
い

Ｏ
住
民
登
録
を
さ
れ
な
い
方
は

直
ち
に
届
出
て
く
だ
さ
い

Ｏ
異
動
し
て
不
在
の
あ
る
世
帯

で
は
そ
の
方
の
異
動
届
を
直

ち
に
出
し
て
く
だ
さ
い

改
正
ざ
れ
内
容
は
複
雑
多
岐
に

な
り
ま
し
た
．
遺
族
の
も
内
容

に
つ
い
て
数
々
の
疑
問
点
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

県
の
世
話
課
で
今
回
そ
の
よ

う
な
疑
問
等
の
相
談
に
応
じ
、

遺
族
援
護
事
務
の
円
滑
を
ほ
か

た
め
次
の
日
程
で
巡
回
相
談
を

し
ま
す
か
ら
、
希
望
者
は
多
数

ご
相
談
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

記

一
、
日
時
昭
和
四
四
年
一
月

二
三
日
午
前
一
○

時
よ
り
午
後
三
時

ま
で

一
、
場
所
北
茨
城
市
役
所

一
、
相
談
内
容
戦
傷
病
者
、

戦
没
者
遺
族
援
護

法
及
び
軍
人
軍
属

等
恩
給
、
引
揚
老

等
に
関
す
る
事

〈
声一=一二ハーヘーヘ二戸廷へ参』
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